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タイ北部のＧＰＳ可降水量の変化

Precipitable water vapor change obtained from GPS in the north Thailand
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タイ北部の Chiang Mai郊外に位置する KogMa試験地管理事務所の屋上において 2003年 3月から可降水量の変動を調
べることを目的にGPS観測を開始した。また、Chiang Mai空港近くの TMD気象台にもGPS受信機が設置されているの
で、今回これらの 2003年 3月以降の GPSデータを解析し、可降水量の変動を求めた。
　解析には、GAMIT/GLOBKソフトウエアVer.10.31を用いた。また比較点としてChiang Maiを取り囲むようにUsuda、

Wuhan、Lhasa、Guam、Darwin、Cocos Island、Singaporeの 7点の IGS観測点データを用いた。座標系は ITRF2005を用
い、予備解析で座標値とその移動速度を求めた後、その座標値を水平方向 5mm、上下方向 10mmで拘束し、天頂遅延量
を求めた。

KogMaで求めた 2003年から 2007年までの期間の可降水量の変動をみると、1月から 2月の乾季には 5～15mm程度、
雨季の 5月から 10月は 40mm程度の値を示す。また Chiang Maiでは乾季で 15～30mm程度、雨季で 60ｍｍ程度の値
を示している。毎年似たような変動を示しているが、2005年 10月～12月にかけては、例年より高い可降水量を示した。
この時期はペルー沖太平洋の気象庁によるエルニーニョ監視海域の海水温が低くラニーニョ発生期間とされている時期
と一致している。しかし、タイの可降水量に直接関係すると思われる西太平洋や南シナ海の海水温には上昇が見られな
かった。

Chiang Maiと KogMaは標高がそれぞれ 314m、1364ｍと 1000ｍ以上の差があるのに対し、水平距離はわずか 8.4km
である。そこで、これら 2点の可降水量の差は標高 314mから 1364ｍの下層に位置する水蒸気量の総量を示し、KogMa
の値は 1364ｍより上層の水蒸気量の総量を示すと考え、2004年のこの両者を比較した。乾季の可降水量は上層、下層
とも 5～15mmを示しているのに対し、雨季は上層は 40mm強、下層は 20mm弱で大きな差を示す。
　下層の水蒸気量からこの層の平均の相対湿度を求め、Chiang Maiの相対湿度との比較をした。この両者は雨季はほ

ぼ一致するが、乾季は下層の平均値より Chiang Maiの値のほうが大きい。これは乾季の下層の大気は地表面近くよりも
より乾燥していることを示す。


